
チャレンジ・ザ・ドリーム

～群馬の明日をひらく～

ＦＭぐんまと当協会の共同制作番組

～群馬の明日をひらく～～群馬の明日をひらく～
平成25年６月６日（第３回）放送

　当協会は、今年度より、FMぐんまと共同制作番組を毎月1回放送しています。創業・起業の応
援をメインテーマとし、群馬発の大企業のトップインタビューを中心に構成しています。
　放送内容は、当月報に掲載するほか、当協会のホームページでも公開いたします。

【プログラム】

●トップインタビュー

　相模屋食料株式会社　鳥越淳司社長

●中小企業庁からのお知らせ

　創業補助金について

●頑張る企業紹介コーナー

　須藤忠商事株式会社

◎アナウンサー　奈良のりえ

●プロローグ
　こんにちは、奈良のりえです。夏に向かって食

卓にはさっぱりした食べ物が増えてくる時期では

ないですか。そんな中でも、冷ややっこなんかは

やっぱり定番。私も毎日のように食べています。

　さて、夢への挑戦をテーマに月１回お送りして

いるこの番組「チャレンジ・ザ・ドリーム」では、

毎回大企業トップへのインタビューと、特徴ある

企業などの紹介を、およそ１時間にわたってお伝

えしていますが、今回のトップインタビューのお

相手は、お豆腐のメーカー「相模屋食料」の鳥越

淳司社長です。６年間で売上を４倍に伸ばすとい

う急成長を成し遂げた会社ですが、中にはアニメ

「ガンダム」に関連したあの商品「ザクとうふ」

をつくった会社と紹介したほうが、ピンと来る方

もいらっしゃるかもしれませんね。このヒット商

品「ザクとうふ」の開発や、急成長の秘密など、

鳥越社長にお話を伺っていきます。

　チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひら

く～。この番組は、「頑張るあなたを応援します。

群馬県信用保証協会」の提供でお送りします。

●トップインタビュー
相模屋食料株式会社　鳥越淳司社長
̶̶̶「チャレンジ・ザ・ドリーム」、今日のトッ

プインタビューは、アニメ「ガンダム」に関連し

た商品「ザクとうふ」の大ヒットで注目を集めて

いる相模屋食料株式会社の鳥越淳司社長です。

FMぐんまのスタジオにいらしていただきました。

鳥越社長、どうぞよろしくお願いいたします。

（鳥越社長）よろしくお願いします。

̶̶̶鳥越社長、お若いんですよね。

（鳥越社長）今、39歳です。

̶̶̶やっぱりこの健康的な雰囲気というのは、

毎日お豆腐を食べていらっしゃるから。

（鳥越社長）はい、ありがとうございます。お豆

腐と、あと厚揚げを、一生懸命食べています。

【大ヒット商品ザクとうふ】

̶̶̶今日は鳥越社長にいろんなお話を伺ってい

きたいと思います。詳しいお話を伺う前に、会社

の歴史を簡単にご説明させていただきます。相模

屋は、戦後間もない1951年（昭和26年）に、前

橋市内で町の豆腐店として創業しました。その後、

1970年代後半に、前橋市北部の工業団地に移転。

2000年代に入ると、６年間で売上高を４倍に伸

ばす急成長を成し遂げ、豆腐業界で初めて年商

100億円を突破。豆腐業界ナンバーワンの会社と

なり、現在も躍進を続けています。そして去年は

「ザクとうふ」の大ヒットで注目を集め、数々の

賞を受賞しています。ということで、もう今ご紹
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介しただけでも、乗りに乗っている相模屋なんで

すけれども、やはり最近の一番の話題といえば、

この「ザクとうふ」。「この」というのは、私も今

日、もういただきまして、パッケージをスタジオ

に持ってきて飾ってあります。もう多くの方がご

存じかと思うんですけれども、あらためてご紹介

をしますと、これはアニメ「ガンダム」に登場す

るモビルスーツ、まあロボットですね。その頭部

の部分の形をしたお豆腐、パッケージが緑なんで

すけれども、これ、鳥越社長の発想から生まれた

ものなんですか。

（鳥越社長）そうですね、私がガンダムが好きだ

からっていう、それだけの商品ですので。

̶̶̶それだけで商品にしてしまったんですか。

（鳥越社長）それだけだからこそ、商品にできた

というようなことですね（笑）。いろいろ考えて

いきますとたぶん、できなかったものだと思うん

ですけれども。小学校２年のときからガンダムを

見て、ものすごく大好きだった。それが、何かし

らそのガンダムにかかわりたいっていう思いを

ずっと持っていまして、おかげさまで夢がかない

ましたっていうものです。

̶̶̶目がキラキラ輝いていますけれども。そ

れってでも、最初皆さん聞いたら、ガンダムを、

主役はガンダムですからね、やっぱりそれをモデ

ルにするんではないかなと思うんではないんです

か。

（鳥越社長）ガンダムっていうのはですね、その

機動戦士ガンダムの中で１機しかいないんですね。

それがいっぱいいると、それ、ファンからすると

冒涜なんですよ。で、片やザクっていうのは、ガ

ンダムの次にいっぱい登場するんですけれども、

いわゆる名脇役なんですね。

̶̶̶名脇役。

（鳥越社長）はい。ガンダムに出てきて、「えい、

邪魔だ」とかっていって、ビッとか、やられちゃ

う感じなんですけども。

̶̶̶今、ザクをやってしまいました、社長がで

すね。パッケージが飛んでしまいましたね（笑）。

（鳥越社長）はい、そんな感じなんですが、お豆

腐もですね、この食卓の中で、いっぱいあるんだ

けれども、あまり気付いていただけない、その名

脇役というようなところに共通点があるんだとか

ですね、お豆腐も、ザクも、量産型じゃないかと

いうようなところでしたり、言っていくと100以

上言えるんですけれども、お豆腐であるからには

ザクでなければならないという、この必然性があ

るんですね。全くわからないと思いますけど、す

みません、もう。

̶̶̶いえいえ、いえ、必然性ですね。でも、鳥

越社長、小学校のころからガンダムが好きで、ずっ

と、でもお豆腐にしたいと思っていたわけではな

く、何かやっぱりきっかけが、スッと、こう入っ

てきたんですか。

（鳥越社長）一番のきっかけをもらったのは、実

はうちの娘でして、「ゴセイジャー」という戦隊も

のがあるんですけれども、が大好きでして、アト

ラクションショーを東京ドームシティアトラク

ションズでやっているということで、そこに行っ

たんですね、娘を連れて。そこに、アトラクショ

ンがあって、その手前になんと長蛇の列ができて

いるんですね。それで見てみると、なんとガンプ

ラの30周年記念イベントというのをそこでやっ

ていまして。ガンプラというのは、ガンダムのプ

ラモデルなんですけれども。それがずっと並んで

いて、で、最後に、日清食品さんのカップヌード

ルとそのガンダムがコラボした、カップヌードル

のガンダムものという商品が置いてあって、それ

を見て、なぜか自分にもできるんじゃないかと。

何のつても何もないんですけれども、これは豆腐

と何かできるんじゃないかって、やれるような気

がするっていうようなふうになりまして、それが

大きなきっかけなものですから、娘が「ゴセイ

ジャー」が好きでなければ、あの場にも行ってな

かったですし、こういうものを今やっているとい

うことも、たぶんなかっただろうなという。

̶̶̶お嬢さまに感謝といったところからのス

タートなんですね。でも実際に商品にするまでっ

て、いろんなご苦労もあったのではないですか。

（鳥越社長）はい、いろんな苦労はありましたけ

れども、趣味ですので、私の100パーセント趣味

ですから、趣味でやっているときに、大変だとか、

つらいとかって思うことってないじゃないです

か。

̶̶̶でも、社長、趣味とは言っても、これ、商

品として売り出すのには、やっぱり投資というか、

お金がかかりますよね。社内での反対とか、そう

いったものってなかったですか。

（鳥越社長）社内の人たちは、大体あきれていま

したね、最初もう。「何をやっているんだろう、
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こいつは」っていう。基本的には自分でやりたい

ことなものですから、企画もそうですし、パッケー

ジもそうですし、お豆腐づくりもそうですし、何

かを打ち出していくのもそうですし、全て自分一

人でやっていますので、どなたが反対されても、

しょせん別にその人たちの世話にはならないわけ

ですよ。

̶̶̶もう全部自分で背負うと。

（鳥越社長）はい、自分で、デザインから何から

全部やりますので。

̶̶̶ああ、そうなんですか。

（鳥越社長）はい。なので、私、好きだから、勝

手にやらせとけっていう感じだったんじゃないで

すかね、周りは。

̶̶̶周りの皆さんも。じゃあ勝算とか、これが

売れるかどうかとか、もう全くそういうものでは

なく。

（鳥越社長）はい。

̶̶̶もう鳥越社長の趣味と言い切っていいわけ

ですね。

（鳥越社長）はい、100パーセント趣味ですとい

うものです（笑）。

̶̶̶でも、好きで趣味でつくり上げたものが、

爆発的なヒットっていうのは、これをどう見ます

か。

（鳥越社長）すごくうれしいですけれども、これ

を売らんかなということでやっていたわけじゃあ

りませんので、一番うれしかったのは、ザクの頭

をモチーフにしたこのパッケージが、ものすごく

格好いいとか、「これ、すげぇよ」っていう形で、

ファンの方々に買っていっていただけたことです。

買っていっていただけるっていうことは、認めて

いただけたということですから、それが一番うれ

しかったですね。

̶̶̶先ほどから趣味でとか、お好きでとおっ

しゃっていますけれども、やっぱりこれだけヒッ

トを飛ばしたというのには、一つにはもちろん味

もあると思うんですね。私も今日いただいたんで

すけれども、枝豆の風味で、１人１パック食べら

れてしまうというのが、またやっぱり味の魅力な

のかなと思ったんですけれども、相当このあたり

もこだわっていたんではないですか。

（鳥越社長）そうですね。私どもでは、お豆腐のトッ

プメーカーとして、お豆腐づくりにかけては、も

う絶対に負けない自信があります。その礎の中で、

この「ザクとうふ」もできておりますから、お豆

腐の味で負けることは、まずないですね。で、う

れしかったのは、このお豆腐のマーケットに、衝

撃的な３つの「初」ということが図らずしもでき

まして。

̶̶̶３つの「初」？

（鳥越社長）はい。１つ目は、ガンダムのコアファ

ン層の方々、30代、40代の男性ですね。この方々

というのは、間違いなくお豆腐に興味なかった

方々なんです。お豆腐を食べてらっしゃるかもし

れませんけれども、「今日どんなお豆腐を食べ

た？」って言うと、「みそ汁に入っていたかな」っ

ていうぐらいの感じの方々が、こぞって「ザクと

うふ」が欲しいっていうことで、スーパーさんの、

おそらく行ったこともないお豆腐の売り場に直行

されて、ドオッと行かれて、「ザクとうふ」だけ買

われて帰られるというような現象ができたという

のが１つ目でして。２つ目は、「ザクとうふ」につ

いては、おしょうゆとか何かかけると、「被弾した」

と言うんですけど、やられたみたいになっちゃう

んですね。なので、ファンの方々は、そのまま食

べられるんですよ、何もかけずに。おそらくその

方々っていうのは、生涯初、何もかけずにそのま

ま召し上がっているんですね。しかも「おいしい」

とか、「これは、いける」っていうふうに、ツイッ

ターとかでもバアッと書いていただいて、見てい

ると、すごくそのまま食べるっていう今までな

かった食べ方をされて「おいしい」と言っていた

だけたというのは、すごくうれしかったですね。

̶̶̶確かに私もそうですよ。そのまま食べるの

が、当たり前のようにそのまま食べていました。

（鳥越社長）はい、ありがとうございます（笑）。

まあ、そのまま食べられるようにも設計をしてい

るんですけれども。

̶̶̶「設計」ですね。
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（鳥越社長）はい。３つ目は、一つ丸ごと……、

１機、２機っていう呼び方をするんですけど、１

丁、２丁ではなく。

̶̶̶あ、すみません、さっき１パックなんて言っ

てしまいましたけれども、１機、２機ですね。え

え。

（鳥越社長）はい（笑）。なんですけれども、１機

丸ごと食べられるということができまして。お豆

腐ですと、やはり切り分けて食べられるというの

が普通だと思うんですけれども、これに限っては、

皆さん、これを１人で全部食べられるっていうよ

うなものが、３つ目の初という形になりますので。

30代、40代のお豆腐に全く関心のなかったお客

さま層が、何もかけずにそのまま１機丸ごと食べ

られて、しかも「おいしい」と言っていただけた

というのは、これはお豆腐史上初のことだと思う

んですね。という素晴らしいものに、結果論です

けれども、なりましたというようなところは、お

豆腐にとってはうれしかったことですよね。

̶̶̶ということで、大ヒット商品「ザクとうふ」

について、相模屋の鳥越社長にお話を伺ってきま

した。実は相模屋は、このヒット以前に、６年間

で売上高を４倍に伸ばすという急成長を成し遂げ

ています。そのあたりのお話も伺っていきたいと

思いますが、その前に、ここで１曲、お聞きいた

だきましょう。鳥越社長の思い出の曲なんですが、

どのような曲を今日は選んでいただきましたで

しょうか。

（鳥越社長）Mr.Childrenの「Tomorrow never 

knows」でお願いしたいと思います。

̶̶̶はい、どんな思い出があるんですか。

（鳥越社長）大学時代にあった曲なんですけれども、

当時、テニスサークルだったんですね。で、私は

幹事長という部長みたいな役割、サークルの友人

たちと、サークルとは何ぞやとか、そんなことを

考えてどうするんだというところはあるんですが、

それをこう、みんなで集まりながら必死になって

考えたときに流れていた曲になります。

̶̶̶わかりました。それではお届けいたしま

しょう。Mr.Childrenで「Tomorrow never 

knows」。

【鳥越社長の歩み】

̶̶̶鳥越社長は相模屋の３代目社長ですが、奥

さまが２代目の娘さんということでしたよね。

（鳥越社長）はい。私は京都の出身でして、18歳

まで京都におりまして、そこから東京に行って、

雪印乳業に就職をしまして、雪印乳業の初任地が

群馬の高崎だったというようなところになりまし

て。雪印では営業担当をしておりまして、そのと

き、フレッセイさんの今の植木社長がバイヤーと

いう商品担当をされていて、お話をさせていただ

きました。当時、私は、サラリーマンによくあり

がちなんですけれども、いわゆる批判屋さんだっ

たんですね。会社はどうだとか、こういうところ

がいけないとか、こういうふうにすればいいのに

とか、そういうふうな話をしていますと、植木社

長から、「おまえ、そんなに文句ばかり言うんだっ

たら、自分でやってみりゃいいじゃないか」とい

うようにおっしゃっていただき、そのときには

「そうだな」というふうに、「自分でやりたいな」

というふうに思ったところがありました。そんな

中、フレッセイさんに提案をする中で、ほかの企

業の営業マンと一緒に提案をしようという企画を

私を中心にやっていたんですけれども、お豆腐と

いうカテゴリーの企業を探しているときに、相模

屋という会社がありまして、そこで営業担当をし

ていた元気な女の人がいまして、それが今のうち

の家内になっています。

̶̶̶ああ、そうなんですね。

（鳥越社長）はい。

̶̶̶ということは、将来社長になることを見据

えての入社だったということですか。

（鳥越社長）そうですね。はい。私の中では決まっ

ていて、当時の社長、今の会長の中でも決まって

いての入社になりますので、そういう気構えで

入っていったつもりではあります。

̶̶̶随分、雪印乳業に入社したときとは、もう

違いましたでしょう。

（鳥越社長）一番大きかったのは、雪印の事件が

あって、営業マンで私は大阪に応援に行って、１

日13回、お客さまの前で土下座をして、それを

２週間ぐらい続けていたんです。そのとき思った

のは、ものづくりの会社にいながら、私はそのも

のづくりの現場を知らなかったんですね。「営業

ですから」ということを盾にしながら、自分たち

が売っているものがどういうふうにつくられてい

るのかなんていうことに興味を抱いていなかった

んですね。あのときにそれがすごく大事だなって

いうことを感じましたので、今の相模屋に入った
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ときは、もう朝１時から工場に入って、お豆腐づ

くりを一からやるというのを２年間続けましたの

で、もうどんなお豆腐でも当然つくれますし、ど

ういうふうにすればお豆腐が変わっていくんだと、

お豆腐をおいしくできるんだっていうことも、当

然自分の中で、体で全部覚えていますから、はい。

【急成長のポイント】

̶̶̶入社から２年後に専務、そしてその３年後

の2007年に社長に就任されました。鳥越社長が

専務になった年から６年間で売上高を４倍に伸ば

すという急成長を成し遂げ、で、この間に豆腐業

界としては初の年商100億円超えも達成している

というわけなんですが、この急成長のポイントと

いうのはどんなところでしたか。

（鳥越社長）第３工場という工場が、今もあるん

ですけれども。

̶̶̶第３工場、ええ。

（鳥越社長）全国最大のお豆腐の工場になってい

るんですが、その工場を建設するっていうのが大

きなきっかけだったんですね。当時は32億円の

年商だったんですけれども、これに41億円の投

資をして、まさに覚悟の挑戦をして、今に至ると

いうところです。

̶̶̶これはでも、さすがに皆さんからの反発も

あったんではないですか。

（鳥越社長）当時の社長の、今の会長には、もう

皆さんから大反発、「もう、こんなもの、絶対に駄

目だ」というようなふうに、周りから全部反対さ

れたので、ちょっと意気消沈をされていた時期が

ありまして、そのときに私のほうで電話をしまし

て、「私はやりたいんですけど。これをきっかけに

して飛躍をしたい」っていうふうに。「ですから、

やりましょう」という話をしたときに、「そうかい。

やりたいかい」って。「じゃあ、やるか」みたいな、

もう。そこで、このきっかけができたっていうこ

とですね。

̶̶̶でも、お豆腐屋さんって、まさに町のお豆

腐屋さんって言われるように、本当に地域の人の

見えるところでのご商売というイメージがあった

のに、まさに逆ですよね。量産をしていくという

方向をお選びになったわけですよね。それはどん

なところからこの方法だと、こちらだというふう

に思ったんですか。

（鳥越社長）お豆腐の一番の弱点というか、いい

面でもあるんですけれども、全国にこれだけお豆

腐があって、お豆腐のスタンダードってないんで

すね。お豆腐のブランドもないんですよ。

̶̶̶言われてみれば。

（鳥越社長）はい。牛乳の世界ですと、やっぱり

牛乳も同じぐらいの市場規模があるんですけれど

も、お豆腐と、もうすごく大きな巨大市場なんで

すが、牛乳の場合はやはり、これが普通の牛乳で

すよと。そこから比べて、地域の牛乳であったり

だとか、特濃牛乳があったりですとか、何かに強

化された牛乳があったりですとかってあるんです

けれども、お豆腐はこの真ん中のものがなくて、

お豆腐の文化自体はすごく底が深いのに、真ん中

の幹っていうのがないじゃないかというふうに

思っていまして。であれば、私たちがやるべきこ

とっていうのは、もうやりたいことっていうのは、

一番真ん中の幹になるお豆腐。ですので、そのお

豆腐の基本の木綿と絹というのに一番力を入れて

いたんですね。いくらこだわっているからといっ

て、少量でこれだけしか出せませんという、プレ

ミアム感が付いたおとうふを、すごくいいって思

われる方もいらっしゃるかもしれませんけれども、

私どもはそれをちゃんと幹にするためには、しっ

かりとした量がなければならないですし、それも

一定以上の、自分たちが求める基準以上の商品が、

しっかりとして並んで、しかもお手頃価格で手に

入るというようなものでなければならないんじゃ

ないかっていうことで進めてきました。

̶̶̶で、第３工場、いよいよ始まるというふう

になっていくわけですけれども、でも簡単にでき

るものではないですよね。やっぱりそれなりのノ

ウハウって、今までの工場の規模と違って、随分

大きくなられたということですから、ノウハウも

変わっていくわけですよね。そのあたりっていう

のは、どういうふうにしていったんですか。

24



チャレンジ・ザ・ドリーム

～群馬の明日をひらく～

（鳥越社長）それはほとんど気づいていなかった

んですけれども、日本生協連さんと出会うことが

できまして。日本生協連さんというのは、品質だ

とか、工場運営についてはいろんなノウハウをお

持ちで、それを指導して、コープ商品というブラ

ンドを確立されているんですね。その方々とお会

いして、「ぜひ見に来ていただきたい」と、「自慢の

工場ですよ」というようなところで意気揚々と、

こうやっていたんです。で、来られて、私の心の

中では、「どうだ、参ったか」というふうに思って

いたんですけれども、見られて、もう全然感動も

されなかったんですね。朝礼に出ていただいて、

お話もいただいたんですけれども、「あなた方は何

を考えているんですか」と。「こんな大きな工場

を建てて、今のあなたたちで運営できてると思っ

ているんですか」というような話をされて、「今ま

でやってきたことの延長線で考えているでしょ

う」って。そうじゃないんだと。もう、ここのク

ラスになってくると、考え方や視点を180度変え

てやらなければ、絶対こんなものは失敗するよと

いうようなことを言われてですね……。

̶̶̶厳しいですね。

（鳥越社長）はい（笑）。「あれ？」っていうよう

な感じと同時に、でも、何かしら、たぶんそうだ

なというところも、どこかしら思っていたんだと

思うんですけれども。

̶̶̶その言葉を素直に受け入れたということで

すか。

（鳥越社長）はい。通常ですと、いろんなプライ

ドを持って、「そんなこと言われたって自分たちは

それでやってきたんだ」っていうふうに、思うか

もしれませんけれども、私は真っ白な状態でいま

した。雪印時代の土下座の毎日の中で、自分が持っ

ていたプライドだとか、自分に対する誇りだとか、

そんなものっていうのはもともとなかったんだっ

ていうふうに思い知らされた時期がありましたの

で、プライドを持っているんだったら、前に進む

だけのことをやったほうがいいんじゃないか、そ

んなものは捨ててですね、やったほうがいいん

じゃないかという思いがありましたので。教えて

いただいたことを、私たちがしっかりやれば、こ

れは大きなチャンスになるんじゃないかって思っ

たんですね（笑）。

̶̶̶逆転の発想で。

（鳥越社長）そうですね（笑）。そのためには、何

を言われても絶対全部やってやろうと思い、全部

やりましたので。

̶̶̶幾つぐらいありましたか。５個か10個ぐ

らいありましたか。

（鳥越社長）いや、もう、大体、1,000以上あり

ましたし。たぶん、2,000ぐらいはやったんじゃ

ないかなって。

̶̶̶それだけの駄目出しをされたら、もうガッ

クリしてしまって、というふうに思ってしまうん

ですけれども。

（鳥越社長）大半の人がそうであるからこそ、そ

うじゃないふうに動いていけば、絶対に目立つわ

けですよ。「こいつら、ああ、ちょっと違うな」と。

「やる気はあるから、拡大をするためのポテンシャ

ルは持っているな」というふうに思っていただけ

たんじゃないかなとは思いますね。

̶̶̶情熱が伝わったんですね。

（鳥越社長）はい。

̶̶̶でも、やっていく中でのリスクというのも

あると思いますが、そのあたりはあまり社長はお

考えにならないんですね。

（鳥越社長）そうですね、はい。これもちょっと

ガンダムの名セリフになるんですけれども、「圧倒

的ではないか、我が軍は」っていうような言葉が

あるんですね。その「圧倒的」っていう言葉を私

はずっと大事にしていまして。で、圧倒的に何々、

圧倒的な何とかという中で、一番大事なのがやっ

ぱり圧倒的なスピードだと思っているんですね。

先ほどのそのリスクをうんぬん考えていると、も

うスピードはどんどん、どんどん遅くなってしま

うんです。リスクって、考えれば考えるほど、や

らない方向に行くものですから、やろうと思って

いることに対してリスクを考えてもしょうがない

じゃないかと。結局やるんですから。リスクを考

えてやらない方向に考えるときはいいですよ。こ

ういうリスクがある、ああいうリスクがあるって

いうふうに、こう。昔の私の批判屋の時代であれ

ば、リスクを並べ立てて、「だから、どうしたいん

だ、おまえ」って言われたときに、「いや、どうも

ないですけど、いろいろリスクとかあると思いま

すし」みたいな、そんなことを言っていたと思う

んです。ただ、今、やる立場になったときに、そ

れを把握したりだとかはすごく大事だと思うんで

すけれども、それを自分の判断の中に入れてやっ

ていくというのは、スピードが落ちるだけで意味
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がないというふうに思っているんですね。やっぱ

り圧倒的なスピードが出せれば、絶対他社に負け

ることはないだろうな、勝ち続けられるなとか

思っています。

̶̶̶豆腐業界トップの秘訣というのは、このス

ピード感というのが一つ、キーワードになってき

そうですけれども。さて、この後はコマーシャル

を挟みまして、鳥越社長に今後の展望などもう少

し詳しく伺っていきます。

【お豆腐への思い】

̶̶̶「チャレンジ・ザ・ドリーム」、今日のトッ

プインタビューは、お豆腐の相模屋の鳥越淳司社

長です。「ザクとうふ」をつくったぐらいですから、

趣味はやっぱりガンダム関連のことですか。

（鳥越社長）そうですね。ガンダムか、お豆腐かっ

ていうようなところですね。

̶̶̶なるほど。

（鳥越社長）あとは、仕事ですかね、はい。

̶̶̶お豆腐かって、今、さらりとおっしゃいま

したけれども、鳥越社長にとって、お豆腐って何

ですか。

（鳥越社長）何でしょうかね。魂じゃないですかね。

もうここまでお豆腐に両足と体全部突っ込むって

いうふうに思ってなかったんですけれども、今、

お豆腐を離れて何かをするっていうのは、おそら

くもうできないと思う。四六時中お豆腐のことを

考えていますから、はい。

̶̶̶もう朝から晩まで。

（鳥越社長）はい。必ず思いついたことを書いた

りですとか、今、ボイスレコーダーみたいなもの

もありますので、何とか、何とかとか言ったりと

かしながら、自分の思いついたことを全部羅列し

ていくっていうようなことはやっていますので、

四六時中本当に考えていますね。

̶̶̶先ほどお話の中に、絶対的なおいしさ、自

信があるっておっしゃっていましたけれども、第

３工場の中にも、その絶対的なおいしさというも

のが入っているわけですね。

（鳥越社長）はい。実はお豆腐メーカーの上位の

企業っていうのは、お豆腐屋さん出身ってほとん

どないんですね。

̶̶̶あ、そうなんですか。

（鳥越社長）はい。機械屋さん出身でしたり、納

豆屋さん出身でしたり、スーパーさんの子会社

だったりっていうようなことが上位の企業はほと

んどなので、唯一、私たちがお豆腐店出身のもの

になりますので、お豆腐屋魂というか、お豆腐づ

くりにかけては私たちが一番知っているぞという

ことで。機械屋さん出身ですと、機械がまずあっ

て、それでどうやってお豆腐をつくろうなんです

けれども、私たちは、お豆腐のつくり方があって、

そのためにどういう機械を持って来ようという発

想でやっています。機械メーカーさんからすれば、

ものすごくいびつなというか、奇怪な機械になっ

ているんですけれども、私たちからすると、お豆

腐の、今まで職人さんがつくっていたおいしいお

豆腐を再現するために、それを実現しているって

いうのはあります。具体的に言いますと、検食と

いいまして、食べて試すんですね。「今日のお豆腐、

どうかな、おいしいかな」っていうのを、つくり

ながら食べるんですけれども、できたてのお豆腐

が一番おいしいんですね。アツアツのお豆腐です

ね。たぶん皆さんは、お豆腐っていうと、水の中

に入っていて冷たいものっていうイメージがある

と思うんですけれども、できたては本当にアツア

ツなんですよ。それをそのまま、できたてのおい

しさを閉じ込めて実現できないかっていうことを

やっているのが、そのホットパック製法という、

業界で初めてのやり方になります。そのためにア

ツアツのお豆腐を、ずっとコンベア上に持ってき

まして、ロボットで上からパックをするっていう。

通常はパックを持って、お豆腐をそれに合わせて

入れる。

̶̶̶パカッと入れる。

（鳥越社長）はい、そういう感じですので、パッ

クが主役なんですね。パックはそのまま置いてお

いて、お豆腐を動かしてパックに入れるですから。

でも、私たち、パック屋さんじゃなくて、お豆腐

屋さんなんですよ。なので、お豆腐があって、お
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豆腐に合わせてパックするのが当たり前だろうと

いうようなことなんですけれども、今までの発想

になかったものですから、まさに逆転の発想で。

̶̶̶その製法があるからこそ、この量産であり

ながら、おいしさを届けることができるという

……

（鳥越社長）そうですね。

̶̶̶この両立を果たすことができたわけです

ね。

（鳥越社長）はい。まずそのおいしさがあって、

つくり方としてのおいしさと、ホットパックとし

てのおいしさ、できたてのおいしさっていうおい

しさがあった中で、巨大な機械を使っていますの

で、使っていますというか、私たちで独自につく

り上げましたので、ですので生産量も上がったと

いうのがロジックになります。

̶̶̶本当におっしゃるとおりに、魂だからこそ

できた発想であり、この両立なんですね。

（鳥越社長）はい。

̶̶̶ところで、奥さまはもう、会社のほうは全

然お手伝いとかされていないんですか。

（鳥越社長）あ、今も営業活動でしたり、やはり

経営者の娘ですから、家に入って何かっていうの

は、たぶん自分で耐えられないんだと思います、

はい。

̶̶̶そういう中で、アドバイスというか、お互

いがディスカッションしたりというのも結構多い

んですか。

（鳥越社長）ああ、そうですね。家に帰ると、そ

ういうのが多いかもしれませんね。ただ、最近は

もう、「ザクとうふ」が出たくらいからは、もう半

分あきれているんだと思うんですけれども、何か

言われてどうとかっていうのは、なくなりました。

「もう、どうせ好きにやるんでしょう。やっとけ

ばいいじゃん」みたいなですね。もう、「やる、や

る」みたいな、そういう感じはあるかもしれませ

ん（笑）。

̶̶̶戦隊を一緒に見にいったお嬢さんはどうで

すか。

（鳥越社長）最近は、すごくうれしいんですけれ

ども、ザクを見ると、「パパの、パパの」って言う

んですね。このガンダムの中で掛け声で、「ジーク、

ジオン」っていう掛け声があるんですけれども、

帰ると「チーク、チオン」って言ってくれるんで

すね（笑）。

̶̶̶かわいい。お幾つですか。

（鳥越社長）今、５歳になります（笑）。

̶̶̶そうですか。まさに「ザクとうふ」が、ま

た家族の絆になっていたりも……

（鳥越社長）なりましたね（笑）。

【今後の展望】

̶̶̶会社のさらなる発展を目指していらっしゃ

ると思うんですけれども、今後、どんな会社であ

りたいというふうに思いますか。

（鳥越社長）入社当時から1,000億円の企業を目

指そうというようなことを言っております。

̶̶̶1,000億円。

（鳥越社長）はい。1,000億円を目指すというのは、

規模だけじゃなくて、働いてくれている相模屋の

社員が自分たちのやっていることに誇りを持って

やってほしいなというふうに思いますので、その

誇りを持てる規模っていうのが、やっぱり1,000

億円の規模なんじゃないかなというふうに思って

います。社員が幸せに思ってくれる、自分は相模

屋なんだっていうふうに、胸を張って言ってくれ

る、そんな企業にしていきたいなと思っています。

̶̶̶でも、それは売上だけの追求ではなさそう

ですね。

（鳥越社長）そうですね。やっぱりお豆腐をもっ

と面白くしたいっていうふうにずっと思っており

まして、そのお豆腐のマーケットを広げていきた

いというものがあります。「ザクとうふ」もそう

ですけれども、お豆腐って、自分たちの隣にいな

がら、あまり気づかない。気づいたら、「あ、ここ

にいたのかな」っていうような、そういう名脇役

というか、陰ながら支えているもの。栄養価もす

ごくたっぷりあるんですけれども、真ん中には来

ないものっていうふうにあったものが、真ん中に

来れる。「ザクとうふ」もそうなんですけれども、

来れるものにどんどん、どんどんしていきたい

なっていうふうに思っていますので、そのために

は、自分たちもしっかりと努力をして、力を付け

ていく必要があるんじゃないかなというふうには

思います。

̶̶̶では、最後に鳥越社長の好きな言葉を聞か

せてください。

（鳥越社長）好きな言葉というか、今、盛んに言っ

ている言葉なんですけれども、「夢は見るものじゃ

なくて、かなえるものだ」ということはずっと言っ
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ております。この「夢を見る」っていうのはすご

く大事なことだと思うんですけれども、とびっき

り大きな夢を見て、そこに向かっていくパワーっ

ていうのは、まさに圧倒的でなければならないで

すし、圧倒的に努力して、そこで成果っていうも

のが出てくるんじゃないかなと思っていますので、

私はその「ザクとうふ」で一つの夢をかなえまし

たので、次なる夢をしっかり見据えて、かなえて

いきたいというふうに思っております。

̶̶̶はい。これからもお豆腐業界のトップラン

ナーとして、ずっとずっと走り続けてください。

（鳥越社長）はい。

̶̶̶そして、大きな夢をたくさん見せてくださ

い。

（鳥越社長）ありがとうございます。

̶̶̶さあ、それではここで社長にもう１曲、思

い出の曲をリクエストいただけますでしょうか。

（鳥越社長）はい。思い出深い、H Jungle with t 

の「WOW WAR TONIGHT」を。

̶̶̶懐かしいですね。

（鳥越社長）歌詞の中で、「自分で動きださなきゃ、

何も起こらない夜に」っていうような歌詞があっ

て、もう何かやろうとしてウジウジしているとき

に、この歌詞を思い出してやっております（笑）。

̶̶̶こう、奮い立たせる曲なわけですね。

（鳥越社長）はい。

̶̶̶はい、わかりました。それではお送りいた

します。H Jung le wi th t で、「WOW WAR 

TONIGHT」。群馬の企業トップインタビューは、

豆腐業界で躍進を続ける相模屋食料株式会社の鳥

越淳司社長でした。鳥越社長、今日はどうもあり

がとうございました。

（鳥越社長）ありがとうございました。

●中小企業庁からのお知らせ
創業補助金のご案内

̶̶̶それではここで、群馬県信用保証協会から

のお知らせです。前々回、４月の放送では、保証

協会が群馬県とタイアップして創業者の方を対象

に保証料を割引した制度、創業チャレンジ資金に

ついて、そして前回、５月の放送では、保証協会

の創業応援チーム、また、国が認定した支援機関

についてご紹介いただきました。今回は中小企業

庁から、創業・技術課長の増田仁さんにお越しい

ただきまして、国による創業者向けの支援制度、

創業補助金について詳しくご説明いただきたいと

思います。増田さん、どうぞよろしくお願いしま

す。

（増田課長）ご紹介いただきました、経済産業省

中小企業庁で創業と技術を担当しております増田

と申します。よろしくお願いいたします。創業補

助金は安倍政権による緊急経済対策として平成

24年度補正予算において、総額200億円の基金

として設置されました。

̶̶̶具体的にはどのような制度ですか。

（増田課長）自分の赤ちゃんと少しでも一緒の時

間を大切にしたいとの思い、肩こりの悩みを解決

する抱っこひもの開発や、子どもと一緒にもっと

ワクワク・ドキドキできるようなおしゃれなデザ

インのおんぶひも販売など、身の回りのニーズに

応える商品・サービスを提供する女性や若者など

の起業・創業を応援します。補助上限額200万円

で、設備費、人件費といった創業にかかる事業費

や、広報費、旅費といった販路開拓にかかる費用

の３分の２を補助いたします。

̶̶̶創業を考えている方にとってはとても魅力

的な制度ですね。こちらは既に募集を行っていま

すか。

（増田課長）はい。この補助金は、平成26年12

月末までを事業期間として、複数回募集をいたし

ます。第２回は、５月22日から６月28日まで募

集いたしますが、早期に起業・創業をされたい方

のために、６月７日に中締めとして一次締め切り

を設けます。

̶̶̶はい。創業補助金を利用したいと思ったら、

どうしたらいいのでしょうか。また、応募の窓口

はどこになりますでしょうか。

（増田課長）創業補助金の大きな特徴の一つに、

国が認定した経営革新等支援機関が事業計画の策
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定から実行までを支援することになっております。

まずは創業・起業を思い立たれたら、経営革新等

支援機関にご相談ください。群馬県内では既に

130以上の機関が認定を受けておられます。具体

的な認定先につきましては、中小企業庁などの

ホームページからご確認いただけます。事業計画

に対し、専門家の目で、第三者視点によるアドバ

イスやチェック機能が入ることを期待するととも

に、起業・創業の伴走者として経営支援を提供す

ることを期待しております。なお、群馬県内の応

募窓口は、公益財団法人群馬県産業支援センター

でございます。応募手続きや事業内容については、

こちらにお問い合わせください。

̶̶̶認定支援機関のサポートや、創業補助金を

上手に活用していただき、群馬でたくさん創業す

る方が増えるといいですね。

（増田課長）はい、そう確信しております。JINS

の田中社長や、ラスクの原田専務、相模屋食料の

鳥越社長のように、起業・創業をお考えの方、ま

た、起業・創業を考えてはいても、今一歩踏み出

せないという方、この機会にぜひ創業補助金をご

活用ください。信用保証協会、群馬県庁、経営革

新等支援機関とともに、国としても皆さまの夢の

実現を応援してまいります。

̶̶̶増田課長、今日はどうもありがとうござい

ました。

（増田課長）ありがとうございました。

●頑張る企業紹介コーナー
朝倉染布株式会社

　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひ

らく～」、後半は、ユニークな企業や、急成長企

業などへの訪問インタビューです。今日ご紹介す

るのは、桐生市の朝倉染布株式会社です。染める

布と書いて染布。つまり染物屋さんです。明治

25年の創業という歴史のある会社ですが、水を

はじく撥水加工の技術を生かした製品開発など、

新しい挑戦を行っています。水を入れてもこぼれ

ない、水を運べる魔法の風呂敷があるということ

です。百聞は一見にしかず。会社を訪問してきま

した。

̶̶̶私は今、桐生市浜松町の朝倉染布株式会社

に来ています。石の蔵が左側に、そして古い木造

の２階建ての建物が右側にあります。そして、お

客さまをお迎えするお部屋なんでしょうか、何か

木のちょっとレトロな感じのドアになっています。

ここに社長がいらっしゃるのでしょうか。ちょっ

と行ってみましょう。こんにちは。お邪魔します。

（朝倉社長）どうぞ、ようこそいらっしゃいました。

̶̶̶朝倉社長ですね。

（朝倉社長）はい、朝倉です。

̶̶̶とってもお若い。お幾つでいらっしゃいま

すか。

（朝倉社長）今年43歳になります。

̶̶̶水を運べる魔法の風呂敷があるということ

で今日伺ったんですけれど、朝倉社長、見せてい

ただいてもいいですか。

（朝倉社長）そうですね。こういう形の普通の布

なんですけれども、ポリエステル100パーセント

の普通の織物の布です。ちょっと触っていただい

てもよろしいですか。

̶̶̶あ、本当に普通の何か、ブラウスのように、

なんていうか、とてもしっかりした感じではあり

ますけれども、例えば重いであったりとか、特殊

加工がしてあるという感じではなく、言われなけ

れば全くわかりませんね。すごくすてきな、柄も

カラフルですし、スカーフにも見えます。

（朝倉社長）水を、この風呂敷、ちょっと縛って、

バックのようにした中に入れていきたいと思いま

す。バケツ１杯の水なんですけど。全部入れちゃ

いました。

̶̶̶はい。ちょっといいですか、見せていただ

いて。え、全然こぼれないですね。これはすごい

ですね。とは言いつつも、水を差すような話で大

変失礼なんですけど、ビニールの風呂敷でもでき

るのではないかななんて思ってしまいますが。
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（朝倉社長）そうですね。ビニールは、まあ確か

に全く水を漏らさないんですけど、ちょっと見て

いただきたいのが、このバケツ１杯の水を、今度、

絞ってみたいと思います。

̶̶̶はい、絞るんですね。ギュッと。うわあぁ。

（朝倉社長）まあ、シャワーのように水が出てく

るんですけど、これがビニールと、それから布に

撥水を加工した一番大きな違いで、ビニールです

と、こういうふうに水をシャワーのように降らす

ことはできない。つまり通気性がないということ

になってきます。まあ織物の場合、通気性がある

ので、こういったことができるんですね。水は撥

水剤の上、布の上にたまたま表面張力で浮いてい

るだけなので、それを圧力を加えて押出してあげ

る。で、目が広がったら、そこから、隙間から水

が出ていくということですね。これは風呂敷です

けども、衣料品にしたり、着たときにはやはり通

気性があるので、自分の汗とかそういうものは通

すけれども、液体の雨であったり、水であったり、

そういったものはシャットアウトできるというよ

うな感じで使うことができますね。

̶̶̶まさに魔法の風呂敷なんですけれども、そ

れにしても染色の技術でこういうことができてし

まうわけですか。

（朝倉社長）染色というよりも、その後の加工に

なってくるんですが。実際に、ちょっとこの後、

見ていただければというふうに思いますが。

̶̶̶はい、よろしくお願いします。

̶̶̶上を見上げますと、のこぎり屋根、古き良

き時代の桐生の空気も伝わってきますね。

（朝倉社長）そうですね。撥水加工という一番う

ちの特徴ある加工をやっている機械が、こちらに

なってきますね。

̶̶̶長い布が、もう本当にS字状にと言ったら

いいのでしょうか、ローラーの間をくぐり抜けて

通っていってます。大変大きい機械です。

（朝倉社長）染色というのは、濡れたり乾かした

りということを布に対してずっと繰り返しやって

いくんですけれども、ここは最後の乾燥の工程な

んですね。乾燥の工程の前に、薬液槽という、ちっ

ちゃなプールをここにつくりまして、この中に撥

水剤、フッ素化合物なんですけれども、この水溶

液を張るんですね。そこに布を通して、撥水剤と

一緒に濡らして、絞り機で絞って、それで高温で

一気に乾燥して固着させていく。そうすると、非

常に耐久性のある撥水の加工ができるということ

なんですね。非常に原理的には単純なんですけれ

ども、実際にこれ、やっぱりノウハウなので、非

常に長年かけて開発したやり方ですね。

̶̶̶それでは事務所に移動しまして、引き続き

朝倉剛太郎社長にお話を伺っていきます。超撥水

風呂敷の「ながれ」なんですけれども、自社製品

というのは、この「ながれ」が初めてですか。

（朝倉社長）最終製品として出すのは、「ながれ」

がほぼ初めてということになります。

̶̶̶はい。なぜこうした商品をつくることに

なったんですか。

（朝倉社長）もともとは、大手のメーカーさんで

あったり、あるいは商社さんであったり、そうい

うところから生地をお預かりして、決められたよ

うに染色をしたり、決められたように撥水をはじ

めとする付加価値加工をして技術料をいただくと

いう形で、賃加工で下請けをずっとやってきた、

それで業容として成り立ったんですけれども、海

外に生産が移転することになると、我々のような

繊維加工のところも真っ先に海外に出ていってし

まう、ということになってしまったんですね。そ

うすると、価格は過当競争になるし、それから仕

事の量的にもどんどん減っていくということなの

で、自分で何とかして仕事をつくらなくちゃいけ

ないし、自分で企画したものを、生地を売りたい

なと思ったんですけれども、生地をぶら下げてい

ても、お客さまというのは見向きもしない、ある

いは買ってくれないということもあって、思い

きって我々の強みを融合した商品をつくってみた

ら、少なくとも見ていただけるのかな、イメージ

がわくのかなと思って、この撥水の風呂敷をつ

くってみたということが始まりです。

̶̶̶撥水といいますと、例えばレインコートで

あったりとか、そういったものを想像するんです
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ＦＭぐんまと当協会の共同制作番組

チャレンジ・ザ・ドリーム
～群馬の明日をひらく～
【８月の放送のお知らせ】

平成25年８月１日（木）12:00～12:55

再放送　 ８月３日（土）  8:00～  8:55

ぜひお聞きください！

けど、その中から、どうして風呂敷というふうに

思われたんですか。

（朝倉社長）そうですね。レインコートっていうと、

やっぱり柄であったり、色・デザイン、いろいろ

考えなくちゃいけない。風呂敷の場合は、比較的

シーズン性がないとか、あるいは、縫う場所が非

常に端っこだけであるとか、自分のところで初め

て製品をつくるのには、一番つくりやすいもので

あったことは確かです。

̶̶̶最初は、こういった風呂敷があるというの

が情報として届くまでに、苦労もあったのではな

いですか。

（朝倉社長）そうですね。ずっと、ずっと、毎年、

毎年、展示会に出し続けて、少しずつお客さまが

付いていただいたというような感じですかね。

̶̶̶ところで、そもそもこの撥水加工の技術と

いうのを朝倉染布が持っているのは、なぜですか。

（朝倉社長）非常に古い話になるんですけど、

三十数年前に、赤ちゃんが使うおむつのカバーを

開発したんですね。今は紙おむつが当たり前です

けれども、当時、布なので、湿って蒸れてしまっ

たり、おむつかぶれみたいなのができてしまうと

いうことがあったので、通気性があって、液体は

外に出さずに、水蒸気だけ外に出すような、そう

いう技術を開発するということで、この開発がそ

もそもの始まりでした。

̶̶̶そこがルーツなわけですね。

（朝倉社長）そうですね。特におむつカバーです

ので、毎日洗濯をするものですから、何回洗って

も撥水の機能が落ちない、そういう機能も併せて

要求されたということが、この強い撥水を生む

きっかけになったというふうに思っています。

̶̶̶ああ、超撥水技術のルーツをたどったら、

おむつにあったというのは、意外ですね。

（朝倉社長）そうですね。その後すぐに紙おむつ

に取って代わられてしまって、次にこの撥水技術

が生かされるのは、オリンピックの競泳の舞台

だったんですね。

̶̶̶それはどういう……。

（朝倉社長）撥水というのは、水玉がころころと

布の上を転がるので、プールの中でも水の抵抗が

少ないということで、1980年代から今でも撥水

は使われているんですね。

̶̶̶今後の展望としてはいかがですか。

（朝倉社長）いろいろな形で紹介されたり、それ

から愛用していただくお客さまがだんだん増えて

きているというふうに感触が出ていますので、

もっともっと、やはり持ってワクワクする、使っ

てドキドキする、喜びとか、それから驚きを実現

できるような、そういった風呂敷、あるいは撥水

の商品というのを世の中にこれからも出していっ

て、便利なものっていうのを、こういうところで

使えるんだなというのを、どんどん、どんどん紹

介していければなということを考えています。

̶̶̶はい。今日はどうもありがとうございまし

た。

（朝倉社長）ありがとうございました。

̶̶̶ということで、桐生市の朝倉染布をご紹介

しました。今後も便利な商品、面白い商品が出る

ことを期待したいですね。

●エピローグ
　今日は、豆腐業界で急成長を成し遂げ、ヒット

商品「ザクとうふ」でも注目を集める、相模屋食

料の鳥越淳司社長へのトップインタビュー。そし

て後半は、撥水加工の技術を生かした挑戦を行っ

ている朝倉染布への訪問インタビューをお送りし

ましたが、いかがでしたでしょうか。

　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひら

く～」、この番組は、「頑張るあなたを応援します！

群馬県信用保証協会」の提供でお送りしました。

ご案内役は、私、奈良のりえでした。
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